
この問題は、著作権の関係により掲載ができません。 
なお、出典情報は以下の通りです。 
 
【出典情報】 
出　　典：『文學界』より『一〇四の夏(P38~P40)』 
出版社等：文藝春秋 
著作者名：島口大樹 





この問題は、著作権の関係により掲載ができません。 
なお、出典情報は以下の通りです。 
 
【出典情報】 
出　　典：校注『源氏物語（二)(P72~P75)』 
出版社等：岩波書店［岩波文庫］ 
著作者名：柳井滋、室伏信助ほか 
 
出　　典：『源氏物語全解読（二)(P386~P389)』 
出版社等：和泉書院 
著作者名：小田勝 
 
出　　典：校注『新潮日本古典集成〈新装版〉　源氏物語（二）
(P39~P40)』　　 
出版社等：新潮社 
著作者名：石田穣二、清水好子 



この問題は、著作権の関係により掲載ができません。 
なお、出典情報は以下の通りです。 
 
【出典情報】 
出　　典：『中国の思想　韓非子(P119~P120)』 
出版社等：徳間書店［徳間文庫］ 
著作者名：西野広祥、市川宏 
 
出　　典：『ビギナーズ・クラシックス　中国の古典　韓非子 
(P41~P44)』 
出版社等：KADOKAWA［角川ソフィア文庫］ 
著作者名：西川靖二 
 
出　　典：『全釈漢文大系20　韓非子(P289~P290)』  
出版社等：集英社 
著作者名：小野沢精一 





学科名 科目名 大問 解答・解答例

日本文学科 国語 〔一〕

〔一〕問一　ａ 過剰　　ｂ 懸念

　　　問二　ア・エ（順不同）

　　　問三　（解答例）森で遊んだ少女時代の記憶と、空襲で木々とともに焼かれた体験。

日本文学科 国語 〔二〕

〔二〕問一　笑ってしまいそうだ

　　　問二　頭中将は、我慢できずに、笑ってしまった

　　　問三　それなら、一緒に

日本文学科 国語 〔三〕

〔三〕問一　私を愛しているんだなあ

　　　問二　かつて私に食べかけの桃を食わせた

　　　問三　弥子の容色が衰えたから

日本文学科 国語 〔四〕 〔四〕（意見を問う小論文ゆえ、模範解答はなし）

2026年度　法政大学文学部　総合型選抜入試　【解答・解答例】
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この問題は、著作権の関係により掲載ができません。なお、出典情報は以下の通りです。 
 
【出典情報】 
出　　典：『地理院地図』 
https://maps.gsi.go.jp/#5/36.120128/140.097656/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m 
出版社等：国土地理院 
著作者名：国土地理院



質

表

この問題は、著作権の関係により掲載ができません。 
なお、出典情報は以下の通りです。 
 
【出典情報】 
出　　典：『琉球弧をさぐる』から『３島の地形的分類とその帯状分布 
出版社等：沖縄あき書房 
著作者名：目崎茂和
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英語 問題



学科名 科目名 大問 解答・解答例

地理学科 地理 Ⅰ

問１　地点：石垣島

　　　理由：石垣島のみ最寒月平均気温が18℃以上なので、A気候となるため。

問２　A:西表島　B：小浜島　C:竹富島　D:石垣島

　　　理由：まず、AとD、BとCが同程度の面積であることから、AとDに石垣島と西表島が、BとCに竹富島と小浜島があてまる。次に、地形別面積構成比から、台地段丘と低地の割合が多いDが石垣島、Aが西表島となり、石灰岩

のみの竹富島がC、小起伏のある小浜島がBとなる。

問３　裾礁は海岸に密着し、海岸を取り巻くように発達したサンゴ礁である。裾礁が発達し、その後、島が沈降を始めると堡礁になる。堡礁は島の周囲を防波堤状に取り巻くサンゴ礁である。最後に環が残された環礁になる。環礁

は礁湖を取り巻いて環状に発達したサンゴ礁である。

 図については、以下を参照のこと。

『新詳地理探究』帝国書院，令和６年発行，25p．

問４　低島や低地、石灰岩地域は、石灰岩であることから水はけがよいが、反面、水を保持できないため稲作には適さない。そのため、石灰岩地域ではない高島へ通耕し、農業を行っていた。

問５　左側：東シナ海　右側：太平洋

問６　マングローブは熱帯と亜熱帯の海岸や河口の潮間帯に分布する森林。波の静かな泥土質の海岸を好む。ヒルギ科の樹木が中心であるが、特定の樹種をさす名称ではない。波の浸食から海岸を守り、幼魚の生育域になるなど、

生態系の保全に果たす役割は大きい。

問７　八重山諸島は、例えば石垣島のケッペンの気候区分は熱帯雨林気候（Af）であり、日差しが強く、台風が通過することが多い地域である。そのため、強い日差しや台風から住居を守るために、建物の高さを低くし、周囲を石

垣や防風林で囲っている。

地理学科 地理 Ⅱ

問1　A：中国，B：ドイツ，C：アメリカ合衆国

問2　2011年の東日本大震災による原子力発電の停止に伴うエネルギー資源の輸入の増加や円高，資源価格の高騰，製造業の産業競争力の低下などを要因として貿易赤字が進展した。

問3　人口ボーナス期であり労働力が多く，製造業の技術力も相まって，電気機械製品などの生産や輸出が増大したため。また，外国資本の進出によって生産・輸出が拡大したことも貿易黒字の要因となった。

問4　1960年代や1970年代には繊維製品や鉄鋼，カラーテレビ，1980年代には自動車や農産物（米や牛肉，オレンジなど），1980年代後半から1990年代にかけては半導体などによって貿易摩擦が生じた。

問5　D：中国，E：アメリカ合衆国，F：ドイツ，G：日本，H：韓国

問6　カナダはE国やメキシコと北米自由貿易協定（現在の米国・メキシコ・カナダ協定）を締結し，関税や通商規制の撤廃などを進めたことで，これらの国家間の貿易依存度が高くなったため。

問7　I：アジア，J：中東・アフリカ・K：ヨーロッパ

問8　日本のODAの実績額はアメリカ合衆国やドイツに次いで多いものの，対GNI比率はドイツや北欧諸国に比べて高くなく，平均的である。また，他国に比べて贈与比率は著しく低く，借款による援助が中心であることが特徴と

して読み取れる。

2026年度　法政大学文学部　総合型選抜入試　【解答・解答例】



















2026年度人間環境学部自己推薦入試問題（英語）解答・解答例 

 

 

大問Ⅰ 解答 

 

第 1問：主旨把握・内容理解を問う問題。解答：b 

 

第 2問：語彙の理解と説明内容の正確な把握を問う問題。解答：d  

 

第 3問：詳細理解・科学的内容の把握を問う問題。解答：b  

 

第 4問：論理的な内容理解と否定情報の読み取りを問う問題。解答：e  

 

第 5問：語彙力・文脈に応じた表現理解を問う問題。解答：d  

 

第 6問：表現理解・内容の同等関係を読み取る力を測る問題。解答：c  

 

第 7問：語彙力・文脈から意味を推測する力を問う問題。解答：b  

 

第 8問：文法・語法に関する理解力を問う問題。解答：a  

 

第 9問：段落構成・論理展開の把握を問う問題。解答：(B) b, (C) e, (D) a, (F) g  

 

第 10問：内容理解・情報整理・読解力を問う問題。解答：a  

 

第 11問：主旨把握・正誤判断力を問う問題。解答：b  

 

 

 

 

 

 

 

 



大問Ⅱ 解答 

 

第 1問：語法・前置詞の使い分けに関する理解を測る問題。解答：e  

 

第 2問：動詞＋前置詞型の語法理解を問う問題。解答：d  

 

第 3問：形容詞の語法・文法的正確さを問う問題。解答：b 

 

第 4問：時間表現における前置詞の正確な使用を問う問題。解答：d  

 

第 5問：熟語的表現・語法理解を問う問題。解答：e  

 

 



2026年度入学試験問題
情報科学部公募推薦入学試験
数 学 (90分)

⟨注意事項 ⟩

1. 試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。

2. 解答および解答に至る途中の計算はすべて解答用紙に記入しなさい。

1
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[ I ]

不等式
log2(x− 2) + log2(x− 5) ≧ 3

を満たす実数 x の範囲を求めよ。

2



[ II ]

男子生徒 3 人、女子生徒 4 人を 2 つの部屋 A、B に入れる。これら 7 人の生
徒は確率 1/3 で表、確率 2/3 で裏が出るコインを投げ、表が出れば部屋 A に入
り、裏が出れば部屋 B に入る。(裏が出る確率の方が大きい歪んだコインである
ことに注意せよ。) すなわち、どの生徒も確率 1/3 で部屋 A に入り、確率 2/3 で
部屋 B に入る。以下の問いに答えよ。

(1) すべての男子生徒が同じ部屋に入る確率を求めよ。

(2) すべての生徒が異性とは異なる部屋に入る確率を求めよ。

3



[ III ]

3以上の 3の倍数の列を、次のように群に分ける。ただし、第 n群には n 個の
3の倍数が入るものとする。

3 6,9 12,15,18 21,· · ·
第 1群 第 2群 第 3群 · · ·

2025 は第何群の第何番目か。必要であれば、732 = 5329、 742 = 5476 の関係を
使ってもよい。
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[ IV ]

以下の問いに答えよ。

(1) 一般角 α に対して X = cosα としたとき、cos 3α を X を用いた式
で表せ。加法定理を用いた導出の過程を示すこと。

(2) 0 ≦ x ≦ π のとき、次の不等式を解け。

cos 2x− 1 ≧ 0

(3) 0 ≦ x ≦ π のとき、次の不等式を解け。

cos 3x+ 2 cos 2x+ 2 cosx+ 1 > 0

5



[ V ]

次の極限を求めよ。

lim
x→0

√
1 + x− 1− x

2
x2

6



[ VI ]

一辺の長さが 1の正三角形がある。図のような九角形の展開図を作れるように、
各辺上で各頂点から距離 xの点から辺に直交する線を互いの交点まで引いて切断
する。そのようにしてできた小さい正三角形の辺を同じ方向に 90°折り曲げ、上
面のない正三角柱状の容器を作るとき、この容器の容量を最大にする x およびそ
の時の容量を求めよ。

𝑥 𝑥

𝑥

𝑥𝑥

𝑥

7



[ VII ]

時刻 t に点 A は (t, t2 − 5t+ 3)、点 B は (t,−t2 + 3t) にある。時刻 0 ≦ t ≦ 4 に
おいて線分 AB (ただし、AB が一致する場合は点となる) が通過する領域の面積を求
めよ。

8



問 1　配点 13点� �
不等式

log2(x− 2) + log2(x− 5) ≥ 3

を満たす実数 x の範囲を求めよ。� �
解答

対数の真数が正でなければならないので、

x− 2 > 0, x− 5 > 0 ⇒ x > 5

左辺を積の形にまとめる：
log2[(x− 2)(x− 5)] ≥ 3

指数に変換すると：
(x− 2)(x− 5) ≥ 23 = 8

x2 − 7x+ 10 ≥ 8 ⇒ x2 − 7x+ 2 ≥ 0

まず、方程式 x2 − 7x+ 2 = 0 の解を求める：

x =
7±

√
(−7)2 − 4× 1× 2

2
=

7±
√
49− 8

2
=

7±
√
41

2

よって、不等式 x2 − 7x+ 2 ≥ 0 の解は

x ≤ 7−
√
41

2
または x ≥ 7 +

√
41

2

定義域は x > 5 なので、解は

x ≥ 7 +
√
41

2

採点基準
13点：x ≥ 7+

√
41

2 を解答（正解）。
10点：「x ≤ 7−

√
41

2 または x ≥ 7+
√
41

2 」と解答。（対数の真数が正である条件 x > 5の考慮忘れ）
7点：不等式 x2 − 7x+ 2 ≥ 0まで導けたが、その後の計算が間違っているとき。
3点：条件 x > 5だけ導けたとき。
0点：その他。

1
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1 [II]

(1) (1/3)3 + (2/3)3 = 9/27 = 1/3より、求める確率は 1/3。

(2) (1/3)3 · (2/3)4 + (2/3)3 · (1/3)4 = (16 + 8)/37 = 8/729より、求める確率は 8/729。

配点・採点基準

(1) 完答で 7点。途中式はなくとも正答していれば満点を付与。正答していない場合でも、立式
が正しく、あきらかに計算ミスによる誤答だと判断できる場合には一律 3点を付与。

(2) 完答で 8点。途中式はなくとも正答していれば満点を付与。正答していない場合でも、立式
が正しく、あきらかに計算ミスによる誤答だと判断できる場合には一律 3点を付与。

1



[III]13 点 
3 以上の 3 の倍数の列を、次のように群に分ける。ただし、第𝑛𝑛群には𝑛𝑛個の 3 の倍数が入
るものとする。 

3  |  6, 9  |  12, 15, 18  |  21, ・・・・ 
第 1 群  第 2 群    第 3 群   ・・・ 
2025 は第何群の第何番目か。必要であれば732 = 5329, 742 = 5476の関係を使ってもよい。 
 
答 第 37 群の第 9 番目 
 
解答例 
以後「3 の倍数」を単に「倍数」と記す。 
𝑛𝑛 > 1のとき、第 1 群から第𝑛𝑛 − 1群までにある倍数の個数は 

�𝑘𝑘
𝑛𝑛−1

𝑘𝑘=1

=
1
2

 (𝑛𝑛 − 1)𝑛𝑛 

なので、第𝑛𝑛群の最初の倍数は、もとの倍数の列の1
2

(𝑛𝑛 − 1)𝑛𝑛 + 1番目の項、つまり 

3 �
1
2

(𝑛𝑛 − 1)𝑛𝑛 + 1� =
3
2
𝑛𝑛2 −

3
2
𝑛𝑛 + 3 

となる。3
2
𝑛𝑛2 − 3

2
𝑛𝑛 + 3 ≦ 2025を解くと、𝑛𝑛 > 1の範囲で𝑛𝑛 ≦ (1 + √5393)/2となる。与えられ

た関係から37 < 1+√5393
2

< 37.5であるので、第 37 群の中に 2025 が含まれる。第 37 群の最

初の倍数は�3
2
𝑛𝑛2 − 3

2
𝑛𝑛 + 3� = 2001なので、2025 は(2025− 2001)/3 + 1 = 9番目となる。 

 
配点・採点基準 
第 37 群 ・・・完答で 6 点。途中式がなかったり、途中に計算ミスが含まれていたり、方針
が上記と異なっていたり、732、 742の値を使っていなくても、正答していれば満点を付与。
正答していない場合でも、あきらかに計算ミスによる誤答だと判断できる場合には一律 3 点
を付与。 
第 9 番目 ・・・完答で 7 点。途中式がなかったり、途中に計算ミスが含まれていたり、方針
が上記と異なっていても、正答していれば満点を付与。正答していない場合でも、あきらか
に計算ミスによる誤答だと判断できる場合には一律 3 点を付与。 
 
 



[ IV ]

以下の問いに答えよ。
解に sinα が入った式が出てこないように、(1) で X = cosαと置い
て、それで答えさせるという方針。

(1) X = cosα としたとき、cos3α をX を用いた式で表せ。加法定理を
用いた導出の過程を示すこと。

加法定理
sin (α+ β) = sinα cosβ + cosα sinβ

cos (α+ β) = cosα cosβ − sinα sinβ

より、
sin2 α = 1− cos2 α = 1−X2

sin 2α = 2 sinα cosα = 2 sinαX

cos 2α = cos2 α− sin2 α = 2 cos2 α− 1 = 2X2 − 1 · · · · · · (A)

cos 3α = cos (2α+ α)

= cos 2α cosα− sin 2α sinα · · · · · · (B)

= (2X2 − 1)X − 2 sin2 αX

= (2X2 − 1)X − 2X(1−X2)

= 2X3 −X − 2X + 2X3

= 4X3 − 3X · · · · · · (C)

X への置き換えを最後だけにすると以下のような感じ
sin 2α = 2 sinα cosα

cos 2α = cos2 α− sin2 α = 2 cos2 α− 1 · · · · · · (A)

cos 3α = cos (2α+ α)

= cos 2α cosα− sin 2α sinα · · · · · · (B)

= cos3 α− sin2 α cosα− 2 sin2 α cosα

= cos3 α− 3 sin2 α cosα

= cos3 α− 3 cosα+ 2 cos3 α

= 4 cos3 α− 3 cosα = 4X3 − 3X · · · · · · (C)

[採点基準 (6点)]
cos 2αを cosαの式へ展開 (A) ：1点
cos 3αを 2α, α の三角関数の式へ展開 (B) ： 1点
正解の式 (C)を導出：4点
途中の導出 (A, B等)が無い正解は 4点のみ

1



2

(2) 0 ≦ x ≦ π のとき、次の不等式を解け。
cos 2x− 1 ≧ 0

0 ≦ x ≦ π のとき、−1 ≦ cos 2x ≦ 1 なので、与式を満た
すのは cos 2x = 1 のときのみ
よって、x = 0, π

[採点基準 (6点)]
これは完答のみ (0, πの一方のみの場合は 0点)

(3) 0 ≦ x ≦ π のとき、次の不等式を解け。
cos 3x+ 2 cos 2x+ 2 cosx+ 1 > 0

与式の左辺に (1) の導出を適用すると
cos 3x+ 2 cos 2x+ 2 cosx+ 1

= 4X3 − 3X + 2(2X2 − 1) + 2X + 1

= 4X3 + 4X2 −X − 1 · · · · · · (A)

右辺を P (X) = 4X3 + 4X2 −X − 1とおくと、X = cosα
と 0 ≦ x ≦ π から −1 ≦ X ≦ 1 のときに P (X) > 0を解
けば良いことになる。

P (X) = 4X2(X + 1)− (X + 1)

= (4X2 − 1)(X + 1)

= (X + 1)(2X + 1)(2X − 1) · · · · · · (B)

であることから、
P (−1) = P (− 1

2
) = P (

1

2
) = 0

よって、P (X) > 0 となる区間は
−1 < X < − 1

2
,
1

2
< X < 1 · · · · · · (C)

したがって、
0 < x <

π

3
,
2π

3
< x < π · · · · · · (D)

[採点基準 (8点)]
P (X)の式を導出 (A)：部分点 2点
P (X)の因数分解 (B)：部分点 2点
因数分解 (B)が正しく (A)がない (誤り)：部分点 4点

Xの範囲 (C)を導く：部分点 2点
正解 (D)を導出：(A),(B),(C)によらず完答 8点



【問】 

次の極限を求めよ。 

 

lim
𝑥→0

√1+ 𝑥 − 1 −
𝑥
2

𝑥2
 

 

 

解答例①： 

分子を 

√1+ 𝑥 − (1 +
𝑥

2
) 

として、 

√1 + 𝑥 − 1 −
𝑥
2

𝑥2
∙
√1 + 𝑥 + (1 +

𝑥
2)

√1 + 𝑥 + (1 +
𝑥
2)

=
1 + 𝑥 − (1 + 𝑥 +

𝑥2

4
)

𝑥2 (√1 + 𝑥 + (1 +
𝑥
2)
)
= −

1

4 (√1 + 𝑥 + (1 +
𝑥
2)
)
 

そして𝑥 → 0より、 

lim
𝑥→0

−1

4(√1 + 𝑥 + (1 +
𝑥
2)
)
=

−1

4(1 + 1 + 0)
= −

1

8
 

 

配点①（合計 13 点）： 

分子を√1+ 𝑥 − (1 +
𝑥

2
)として√1+ 𝑥 + (1 +

𝑥

2
)を分母分子にかけ、(√1 + 𝑥)2 − (1 +

𝑥

2
)2の形

にまとめている…4 点 

(√1 + 𝑥)2 − (1 +
𝑥

2
)
2
= −

𝑥2

4
を正しく計算できている…4 点 

−
𝑥2

4

𝑥2(√1+𝑥+(1+
𝑥

2
))
から−

1

4(√1+𝑥+(1+
𝑥

2
))
の形にまとめられた…2 点 

𝑥 → 0から
−1

4(1+1+0)
= −

1

8
を明記…3 点 

 

 

 

 

 

 

 



解答例②： 

√1+ 𝑥 − 1 =
(√1+ 𝑥 − 1)(√1 + 𝑥 + 1)

√1 + 𝑥 + 1
=

𝑥

√1 + 𝑥 + 1
 

より、 

√1+ 𝑥 − 1 −
𝑥
2

𝑥2
=

𝑥

√1 + 𝑥 + 1
−
𝑥
2

𝑥2
=
1

𝑥
(

1

√1 + 𝑥 + 1
−
1

2
) =

1

𝑥
∙

1 − √1 + 𝑥

2(√1 + 𝑥 + 1)
 

ここでさらに、 

1 − √1+ 𝑥 =
(1 − √1+ 𝑥)(1+ √1+ 𝑥)

1 + √1+ 𝑥
=

−𝑥

1 +√1 + 𝑥
 

より、 

1

𝑥
∙

1

2(√1+ 𝑥 + 1)
∙

−𝑥

1 + √1+ 𝑥
=

−1

2(1 + √1+ 𝑥)
2 

最後に𝑥 → 0より、 

lim
𝑥→0

−1

2(1 + √1+ 𝑥)
2 =

−1

2(1 + 1)2
= −

1

8
 

 

配点②（合計 13 点）： 

√1+ 𝑥 − 1 =
𝑥

√1+𝑥+1
を導くことができた…3 点 

1

𝑥
をくくり出して全体を

1

𝑥
(

1

√1+𝑥+1
−

1

2
)の形に出来た…3 点 

その後通分と1 − √1+ 𝑥 =
−𝑥

1+√1+𝑥
より

−1

2(1+√1+𝑥)
2の形にまとめられた…4 点 

𝑥 → 0から
−1

2(1+1)2
= −

1

8
を明記…3 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



𝑥𝑥 𝑥𝑥

𝑥𝑥

𝑥𝑥𝑥𝑥

𝑥𝑥

[VI]13点
一辺の長さが1の正三角形がある。図のような九角形の展開図を作れるように、各辺上
で各頂点から距離𝑥𝑥の点から辺に直交する線を互いの交点まで引いて切断する。小さ
い正三角形の辺を同じ方向に90°折り曲げ、上面のない正三角柱状の容器を作ると
き、この容器の容量を最大にする𝑥𝑥およびその時の容量を求めよ。

答 𝑥𝑥 = 1/6、容量1/54

解答例

小さい正三角形の一辺の長さは1 − 2𝑥𝑥。正三角柱の高さは
𝑥𝑥
3
 。この容量を𝑉𝑉とすると、𝑉𝑉 =

1−2𝑥𝑥
2

2
𝑥𝑥。4𝑉𝑉𝑉 = 2 ⋅ 2 2𝑥𝑥 − 1 𝑥𝑥 + 2𝑥𝑥 − 1 2 = 8𝑥𝑥2 − 4𝑥𝑥 + 4𝑥𝑥2 − 4𝑥𝑥 + 1 = 12𝑥𝑥2 −

8𝑥𝑥 + 1 = (6𝑥𝑥 − 1)(2𝑥𝑥 − 1)。なので𝑉𝑉𝑉 = 0の解は𝑥𝑥 = 1/6, 1/2。𝑉𝑉の関数形から𝑥𝑥 = 1/6
のとき𝑉𝑉は最大値をとり、その時𝑉𝑉 = 1/54。

配点・採点基準
𝑥𝑥 = 1/6・・・完答で7点。途中式がなかったり、途中に計算ミスが含まれていたり、方針が上
記と異なっていても、正答していれば満点を付与。正答していない場合でも、あきらかに計
算ミスによる誤答だと判断できる場合には一律3点を付与。
𝑥𝑥 = 1/6または1/2・・・0点。
容量1/54・・・完答で6点。途中式がなかったり、途中に計算ミスが含まれていたり、方針が
上記と異なっていても、正答していれば満点を付与。正答していない場合でも、あきらかに
計算ミスによる誤答だと判断できる場合には一律3点を付与。



[VII]13 点 
時刻𝑡𝑡に点 Aは (𝑡𝑡, 𝑡𝑡2 − 5𝑡𝑡 + 3)、点 B は(𝑡𝑡,−𝑡𝑡2 + 3𝑡𝑡)にある。時刻0 ≦ 𝑡𝑡 ≦ 4において線分 AB 
(ただし、AB が一致する場合は点となる)が通過する領域の面積を求めよ。 
 

答 
4
3

(5√10− 7) 

 
解答例 
点 A,B が重なる時刻を確認する。𝑓𝑓(𝑡𝑡) = 𝑡𝑡2 − 5𝑡𝑡 + 3 − (−𝑡𝑡2 + 3𝑡𝑡) = 2𝑡𝑡2 − 8𝑡𝑡 + 3とおき、

𝑓𝑓(𝑡𝑡) = 0を解いて、𝑡𝑡 = 2 ± �5
2
 を得る。𝑎𝑎 = 2−�5

2
 , 𝑏𝑏 = 2 + �5

2
とすると、明らかに0 < 𝑎𝑎 < 𝑏𝑏 <

4で、時刻0 ≦ 𝑡𝑡 ≦ 4での点 A,B の軌跡を図示すると以下のようになる。 

 
 
時刻0 ≦ 𝑡𝑡 ≦ 4において線分 AB が通過する領域の面積は 

� |𝑓𝑓(𝑡𝑡)|
4

0
𝑑𝑑𝑑𝑑 = � 𝑓𝑓(𝑡𝑡)

𝑎𝑎

0
𝑑𝑑𝑑𝑑 −� 𝑓𝑓(𝑡𝑡)

𝑏𝑏

𝑎𝑎
𝑑𝑑𝑑𝑑 + � 𝑓𝑓(𝑡𝑡)

4

𝑏𝑏
𝑑𝑑𝑑𝑑 =

4
3

(5√10− 7) 

 
配点・採点基準 
完答で 13 点。途中式がなかったり、途中に計算ミスが含まれていたり、方針が上記と異な
っていても、正答していれば満点を付与。 

正答していない場合、積分の境界が2 ± �5
2
と正しく求まっていれば 4点を付与。 

 

-4

-3

-2

-1

 0

 1

 2

 3

 0  0.5  1  1.5  2  2.5  3  3.5  4

𝑎𝑎 𝑏𝑏 



２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（アスリート系・トップアスリート系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

 

 

【問題】下記文章を読み、問いに答えなさい。 

我が国では、スポーツ庁や UNIVAS(大学スポーツ協会) によって、学生アスリートの「学業と競技の両立」をめざすデュ

アルキャリアの支援が進められています。しかし実際には、主要大会前の合宿と必修科目の授業・試験が重なるなど、限ら

れた時間の中で優先順位を判断しなければならない場面も多くあります。 

以上をふまえて、あなたにとっての「デュアルキャリア」の意義を述べたうえで、本学で「競技キャリアと学修・将来キ

ャリアの両立」を達成するために必要となる方策について、①〜③の観点から、自身の経験と具体的な計画に基づいて 800

字程度で述べなさい。 

 

① 競技の目標と入学後１年目の年間計画 

② 学修の目標と入学後１年目の年間計画（成績や出席、関心のある専門分野など） 

③ タイムマネジメント戦略（週次・日次の工夫に加え、合宿や遠征で授業に出られない場合や、ケガなど予期ない出来事

が起きた場合の対応方針・優先順位の考え方） 

 

なお、計画を立てる際に迷った点や、他の選択肢と比較してその方策を選んだ理由についても、できるだけ具体的に述べ

なさい。 

 

以下の空欄は下書にご活用ください。なお、下書は採点の対象にはなりません。 

 

  



２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（アスリート系・トップアスリート系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

 

【解答用紙】＊この面のみ利用して解答すること。裏面は採点の対象になりません。 
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スポーツ健康学部_自己推薦（小論文）（アスリート系） 

解答例 

 

論文形式の設題であるため、特定の唯一解を示すことはできません。 

解答にあたっては、次の三点を意識して論述してください。 

 

①競技と学修の両立の意義を自分の言葉で整理すること 

②入学後１年目の具体的で実現可能な競技・学修計画を示すこと 

③限られた時間や予期せぬ出来事の中での優先順位と計画の見直し方を、根拠とともに論

理的に述べること 

 



 1 / 8 

 

２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（理数系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

【解答上の注意】 
・問題用紙は試験終了後すべて回収する。 
・解答は所定の解答用紙に記入すること。 
・問題用紙が複数ページになるため、解答忘れがないよう注意すること。 
・【共通問題】は志願者全員解答すること。 
・【選択問題】は【１】～【３】のいずれか１つ選択し、解答すること。 
・選択問題の決定は試験開始の合図から２０分。それまでに選択問題を決めること。 
 

【共通問題】1/2 ページ 
 

【１】あるクラスの 5人の数学の点数を以下に示す。以下の問いに答えよ。 

 

（１）平均点と分散を答えよ。 

 

（２）上記（１）の結果を参考に優秀賞と追試を決めることにした。優秀賞となる基準点と追試となる基準点を答えよ。なお、優秀

賞は平均点＋標準偏差以上の得点者、追試は平均点－標準偏差より低い得点者とする。 

 

（３） このように平均点と標準偏差を使用して基準を作成することの利点について「ばらつき」という語を使用して 50 字程度で答

えよ。 

 

【２】A 地域においてある病気の検査をした結果を以下に示す。以下の問いに答えよ。 

（１）この病気の有病率、感度、特異度が何％か答えよ。ただしこの問題では、 

有病率：集団の中で病気をもつ人の割合 

感 度：病気の人が陽性と判定される割合 

特異度：病気でない人が陰性と判定される割合 とする。 

 

（２）同じ病気について B 地域でこの検査をおこなった。（１）で求めた有病率、感度、特異度を用いて、B 地域で「陽性」と判定さ

れた人が、実際に病気である確率を計算した時に最も近い値を以下のア～エより選び答えなさい。ただし値は小数点第一位

を四捨五入とする。 

ア．99%  イ．90%  ウ．9%  エ．11% 

 

（３）（２）と同様に、B 地域で「陰性」と判定された人が、実際に病気である確率を計算した時に最も近い値を以下のア～エより選

び答えなさい。ただし値は小数点第二位を四捨五入とする。 

ア．1.0%  イ．0.0%  ウ．99.0%  エ．0.9% 
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２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（理数系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

 
・【共通問題】は志願者全員解答すること。 
・選択問題【１】～【３】のいずれか１つ選択し、解答すること。 
・解答は所定の解答用紙に記入すること。 
 

【共通問題】2/2 ページ 
 

【３】以下の問いに答えよ  

（１） ある母集団から無作為に 100 個の標本を抽出したところ、標本の平均 X＝50、標本の標準偏差 SD＝10 であった。母平均μに

対する信頼度 95%の信頼区間を求めるとき、その区間の幅（信頼区間の上限から下限を引いた値）として最も近い値を、以下

のア～エより選び答えよ。ただし、信頼度 95%のときの標準正規分布の上側 2.5%点を 1.96 とする。 

ア．0.196  イ．1.96  ウ．3.92  エ．19.6 

 

（２） 別の母集団を調べてみると、母平均μの 95%信頼区間が［20.0,24.0]となった。この信頼区間に関する解釈として誤っている

ものを、以下のア～エより１つ選び答えよ。 

ア．この推定区間の内部に母平均が「含まれているかどうか」は既に決まっており、確率ではないと考えるべきである。 

イ．同じ手順で多数の標本をとり信頼区間を作成した場合、その約 95％が真の母平均を含むと考えられる。 

ウ．信頼水準を高くすると、信頼区間の幅は広がる傾向にある。 

エ．信頼区間は、推定に用いた標本データと手法に基づくものであり、「母平均がこの区間内にある確率が 95％である」とい

う解釈は統計的には正しい。 

 

＜【共通問題】ここまで＞  
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２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（理数系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

 
・選択問題【１】～【３】のいずれか１つ選択し、解答すること。 
・解答は所定の解答用紙に記入すること。 
 

選択問題【１】1/2 ページ 
 

【１】運動とは、生物のエネルギー代謝と恒常性維持機構が相互に連携しながら機能する活動である。短時間の激運動（短距離走

など）と、長時間の持続的な運動（マラソンなど）とでは、利用されるエネルギー源やその供給経路が大きく異なる。特に

持続的な運動では血糖値を安定させるために内分泌系の調節が重要とある。以下の問いに答えよ。 

 

（１）激運動の開始直後、筋肉内で即座に ATP を補充するために利用される高エネルギーリン酸化合物の名称（ア）と、その反応

を触媒する酵素の名称（イ）をそれぞれ答えよ。 

 

（２）下図は運動強度と血中乳酸濃度の関係を示したものである。図中 P 点は乳酸濃度が急に上昇し始める乳酸閾値と呼ばれる。

以下の空欄にあてはまる最も適切な用語を答えよ。 

 

 
 

A の範囲では、主に(ア)によってエネルギーが供給され、血中の(イ)と(ウ)がほぼ釣り合っている。一方、B の範囲では(ア)だ

けでは足りず、(エ)が盛んになり血中乳酸濃度が急増する。 

 

（３）以下の空欄にあてはまる最も適切な用語を答えよ。 

激運動を始めた直後には、筋肉に蓄えられた（ア）の分解によってエネルギーが供給される。その後、運動を続けて数分以

上経過すると、心拍数や呼吸数の増加に伴い、酸素を利用する（イ）が主なエネルギーの取り出し方となる。また運動強度が

低い場合、運動時間が長くなるほど糖質だけでなく（ウ）を利用する割合も高まる。一方、長時間の運動中でも血糖値をほぼ

一定に保つために、肝臓ではグリコーゲンが分解されてグルコースが血液中に放出されるほか、血糖値を上げる働きをもつ

（エ）などのホルモンが分泌されて、これらの反応が調節されている。 
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２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（理数系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

 
・選択問題【１】～【３】のいずれか１つ選択し、解答すること。 
・解答は所定の解答用紙に記入すること。 
 

選択問題【１】2/2 ページ 
 

【２】夏の炎天下でラグビーの練習を行っていた A さんは 2 時間で約 2kg 体重が減少していた。練習前後で食事はとっておらず、排

尿もしていなかった。以下の問いに答えよ。 

 

（１）体重減少の主な理由と考えられる体液の変化について「汗」という語を使用して 50 字程度で答えよ。 

 

（２）以下の表は炎天下での各条件による皮膚表面の血管の状態と汗の量の関係である。 

暑い環境で激運動をするとき、皮膚表面の血管が拡張して汗の量が増えることは、体温の調節にどのように役立っているか、それ

ぞれの働きを分けて 50-100 字程度で答えよ。 

 

（３）「のどが渇いてから水を飲めば十分だ」という考えは、夏の激運動において危険である場合がある。体温調節と体液の調節の

しくみに基づいて、なぜ「計画的な水分補給」が重要なのか、100-150 字程度で答えよ。 

 

＜選択問題【１】ここまで＞  
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２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（理数系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

 
・選択問題【１】～【３】のいずれか１つ選択し、解答すること。 
・解答は所定の解答用紙に記入すること。 
 

選択問題【２】1/2 ページ 

 

【１】スポーツ活動、特に持久力を要する運動において、体内のエネルギー源であるグルコース（C₆H₁₂O₆）の適切な利用と、体液

バランスの維持が極めて重要となる。グルコースは酸素（O２）が存在する好気的条件下で分解され、多量のエネルギーを産生する。

このエネルギーは ATP（アデノシン三リン酸）という形で蓄えられ、筋収縮などの生命活動に利用される。同時に、発汗による水分

および電解質の喪失を防ぐためスポーツドリンクによる迅速な水分補給が欠かせない。一般的にスポーツドリンクは体液と比較し

てやや低い浸透圧に調整されていることが多い。以下の問いに答えよ。 

 

（１） エネルギー代謝において、ATP（アデノシン三リン酸）がエネルギーを供給する際の基本的な化学反応として正しいものを、

以下の 1 から 4 より１つ選び答えよ。 

1．ATP→ADP+Pi（リン酸）+エネルギー 

2．ADP+Pi+H2O→ATP 

3．ATP+H2O→ADP+Pi+エネルギー 

4．ATP が酸素と反応して二酸化炭素と水に分解される 

 

（２） マラソン中は筋肉内でグルコースが酸素を用いて完全に分解されて、そのエネルギーが（１）の ATP の反応に利用されてい

る。グルコース 1mol が完全燃焼するときの化学式として最も適切なものを答えよ（ア）。またその反応ではグルコース 1mol

あたり何 mol の酸素が必要か答えよ（イ）。 

1．C₆H₁₂O₆ → 6CO₂ + 6H₂O 

2．C₆H₁₂O₆ + 3O₂ → 3CO₂ + 3H₂O 

3．C₆H₁₂O₆ + 6O₂ → 6CO₂ + 6H₂O 

4．C₆H₁₂O₆ + 12O₂ → 6CO₂ + 12H₂O 

 

（３） マラソン中に、体内でグルコースが完全に燃焼してエネルギーとして利用されたとする。消費されたグルコースが 90g だっ

た場合、（２）で求めたグルコース 1mol が完全燃焼する時の酸素量を用いて、この反応に必要な標準状態での酸素の体積は

何リットル（L）か、小数点第１位まで有効数字で答えよ。ただし、グルコースのモル質量は 180g/mol、標準状態での気体 1

モルの体積は 22.4L/mol とする。 

 

（４） スポーツドリンクには、体液に含まれるイオン（電解質）である Na+や Cl－が含まれている。これらのイオンが神経伝達や筋

収縮といった生理的な働きにおいて果たす主な役割として正しいものを以下の 1 から 4 より１つ選び答えよ。 

1．血液の pH を大きく上昇させる。 

2．脂質を分解し、直接エネルギーを生み出す。 

3．細胞内外で水分バランスや電位差を調節し、電気信号の伝達を可能にする。 

4．酵素として働き、グルコースの酸化反応を加速させる。 

 

（５） スポーツドリンクは、発汗によって失われた水分や電解質を効率よく補うように、体液と比べて浸透圧が低い状態に調整さ

れるが多い。このような調整が水分吸収を促進する化学的理由を、浸透圧の原理にのっとり 50 字程度で説明せよ 
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２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（理数系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

 
・選択問題【１】～【３】のいずれか１つ選択し、解答すること。 
・解答は所定の解答用紙に記入すること。 
 

選択問題【２】2/2 ページ 

 

【２】以下の問いに答えよ。 

１．次の文章は、運動前におにぎりやスポーツドリンクをとったときのグルコースの吸収について述べたものである。文中の空欄

（１）から（４）に最も適する語を、後の選択肢ア〜コからそれぞれ１つずつ選んで答えよ。 

 

デンプンは、グルコースが多数つながった（１）に分類される炭水化物である。食事をとった後、デンプンは口や小腸で酵素の

はたらきにより（２）が進み、まずマルトースなどの二糖類を経てグルコースなどの（３）まで分解される。生成したグルコースは

（４）の絨毛から血液中に吸収され、やがて筋肉へ運ばれて運動のエネルギー源として利用される。 

 

ア 多糖類 イ 二糖類 ウ 単糖類 エ 加水分解 オ 脱水縮合 

カ 小腸 キ 胃 ク 門脈 ケ 肺静脈 コ グリコーゲン 

 

２．サッカーのハーフタイムに、選手が次の２種類のエネルギー飲料のどちらかを 200mL 飲むことを考える。どちらも水溶液であ

り、体内で完全に消化されると、小腸からはグルコースのみが吸収されるものとする。 

・飲料 A：グルコースを 0.10 mol/L 含む 

・飲料 B：マルトースを 0.10 mol/L 含む 

このとき、どちらの飲料の方が、小腸で吸収されるグルコースの物質量が多くなると考えられるか。その理由を、単糖類、二糖類、

物質量の３語をすべて用いて 50-100 字程度で答えよ。 

 

 ＜選択問題【２】ここまで＞ 
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２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（理数系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   

 
・選択問題【１】～【３】のいずれか１つ選択し、解答すること。 
・解答は所定の解答用紙に記入すること。 
 

選択問題【３】1/2 ページ 

問１ 垂直跳びの測定に関する以下の文章を読み、設問にしたがって所定の解答欄に記入せよ。特に指示がない場合は、解答中の数

値は四捨五入せず、そのままの値を用いて求めること。 

 

ある学生が体育の授業で反動無しの垂直跳び動作を測定した。学生の体重は m = 60 kg であり、足が地面と接している間、学

生の重心は鉛直方向に一定の加速度 aで上昇したとする。地面が学生におよぼす垂直抗力を N、重力加速度を g = 9.8 m/s2とす

る。跳躍動作中、学生の重心は下から上へ 0.45 m 移動し、その間に地面から受けた垂直抗力 Nは一定であった。重心の速度は、

動作開始時 (最下点) で v0 = 0 m/s、離地時には v1 = 3.0 m/s であった。また、跳躍中の空気抵抗は無視できるものとする。 

 

（１）跳躍中の重心の運動方程式は m, a, g, Nを用いて表すと、N + mg = maとなる。運動方程式を利用して、地面から受ける垂

直抗力 Nの大きさを求めよ。 

（２）離地時の位置を基準 (高さ 0) として、学生の重心が到達する最高点の高さを求めよ。ただし、小数第 3 位を四捨五入して答

えよ。 

（３）跳躍中において、地面が学生に対して行った仕事 W1と、重力が学生に対して行った仕事 W2を求め、それらの仕事の総和が離

地時の運動エネルギーに等しいことを示せ。 

 

問２ ハンマー投げに関する以下の文章を読み、設問にしたがって所定の解答欄に記入せよ。特に指示がない場合は、解答中の数値

は四捨五入せず、そのままの値を用いて求めること。 

 

ハンマー投げ競技において、選手はワイヤーの先にある金属球 (質量 m = 7.3 kg) を円運動させ最後にリリースする。ワイ

ヤーの長さは L = 1.20 m、回転中の角速度をωとし、円運動は水平面内で行われるとする。ハンマーが回転している間、ワイ

ヤーの張力 Tは遠心力と釣り合っており、また選手が徐々に回転速度を上げるために、一定の角加速度αを与えているとする。

また、回転中の空気抵抗は無視できるものとする。 

 

（１）ハンマーが角速度ωで回転しているとき、ワイヤーにかかる張力 T を m, L, ωを用いて表せ。 

（２）初期角速度をω0 = 2.0 rad/s、角加速度をα = 1.5 rad/s2としたとき、2 秒後の角速度を求めよ。また、その瞬間における

ハンマーの運動エネルギーも求めよ。 

（３）選手がハンマーにした仕事 W とハンマーの運動エネルギーの関係を説明した上で、仕事 W を求めよ。ただし、仕事 W は小数

第 2 位を四捨五入して答えよ。 
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・選択問題【１】～【３】のいずれか１つ選択し、解答すること。 
・解答は所定の解答用紙に記入すること。 
 

選択問題【３】2/2 ページ 

 

問３ 卓球におけるラケットとボールの衝突に関する以下の文章を読み、設問にしたがって所定の解答欄に記入せよ。特に指示がな

い場合は、解答中の数値は四捨五入せず、そのままの値を用いて求めること。 

 

卓球の試合で、選手 Aがボール (質量 mb = 0.0027 kg) をラケットで打ち返そうとしている。ボールはラケットに向かって

右向きに vb = 5.0 m/s で飛んでくる。ラケットは選手の手で静止させて保持されており (vr = 0)、ラケットの有効質量を mr = 

0.2 kg と考える。衝突は水平方向のみの 1 次元的で、ラケットに水平外力は働かないとする。ボールとラケット間の反発係数

を e = 0.9 とし、衝突直後のボールの速度を v’b、ラケットの速度を v’rとする。 

 

（１）衝突前後の水平運動量保存の式を立てよ。 

（２）反発係数 �の定義式を、vb, vr, v’b, v’rを用いて立てよ。 

 

（３）（１）と（２）の式を連立して、衝突後のボールとラケットの速度 v’b, v’rを求めよ。ただし、小数第 3 位を四捨五入して答え

よ。 

（４）衝突前後でボールとラケットの運動エネルギーの総和を求めて比較すると、衝突により運動エネルギーが減少する。この減少

が生じる理由について簡潔に述べよ。 

 

＜選択問題【３】ここまで＞ 

２０２６年度法政大学スポーツ健康学部自己推薦入試（理数系） 

試 験 科 目（試験時間）  受験番号       

筆記試験（60 分）  
フリガナ   

氏  名   



スポーツ健康学部_自己推薦（数学） 

数学 

解答 

1-(1) 4 

1-(2) 2 

 

2-(1) 3 

2-(2) 2 

 

3-(1) 3 

3-(2) 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



スポーツ健康学部_自己推薦（生物） 

生物 

解答 

1（１） クレアチンリン酸、クレアチンキナーゼ（ホスホクレアチニナーゼ） 

１（２） 乳酸閾値（Lactate Threshold） 

１（３） 1，2，4，6 

 

２（１） ①胞胚 ②原口 

２（２） ①外胚葉由来の構造へ変化 ②表皮、神経系（脳、脊髄など） 

２（３） 1、3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



スポーツ健康学部_自己推薦（化学） 

化学 

解答 

1-（１） 3 

1-（２） 67 .2L 

1-（３） 3 

1-（４） 体液より浸透圧が低いと、水は腸粘膜を通って体内へ移動しやすくなるため。 

 

2-（１） ２ 

２- （２） グルコースはアルデヒド基（–CHO）をもち、フルクトースはケトン基（C=O）を

もつため。 

２-（３） 1、3 

2-（４） 2 つのグルコースのヒドロキシ基が脱水縮合し、グリコシド結合を形成する。 

反応式 C6H12O6 + C6H12O6 → C12H22O11 + H2O 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



スポーツ健康学部_自己推薦（物理） 

解答 

 

問 1  

(1) 踏み切り中の変位は y = 0.45 m、初速度 v0 = 0 m/s 、終速度 v1 = 3.0 m/s より 

v1
2 = 2ay ⇒ a = 

v1
2

2y
 = 

3.0
2

2 × 0.45
 = 10.0 m/s2 

 

鉛直上向きを正とすると、 

N = m (a - g) = 60 (10.0 - (- 9.8)) = 1188 

 

答 1188 N 

 

(2) 地面を離れた後の重心の挙動は自由落下運動となるので、 

v1
2 = 2ghmax ⇒ hmax = 

v1
2

2g
=

3.0
2

2 × 9.8
 = 0.4591 ≈ 0.46  

答 0.46 m 

 

(3) 鉛直上向きを正とすると垂直抗力 N が学生にした仕事 W1は、 

W1 = Ny = 1188 × 0.45 = 534.6  

答 534.6 J 

 

重力が学生にした仕事 W2 は、 

W2 =-mgy = 60 × -9.8 × 0.45 = -264.6 J 

答 264.6 J 

 

したがって、それらの仕事の総和 Wnet は、 

Wnet = W1 + W2 = 534.6 - 264.6 = 270 J 

 

離地時の身体重心の運動エネルギーは、 

1

2
 m v1

2 = 0.5 × 60 × 9 = 270 

となり、Wnetに一致する。 

 

  



スポーツ健康学部_自己推薦（物理） 

問 2 

(1) 円運動の向心力 T は、 

T = 
mv2

L
 = m L ω2

 

 

答 T = m L ω2 

 

(2) 初期角速度ω0 で角加速度 α一定のとき、2 秒後の角速度ω1は、 

ω1 = ω0 + αt = 2.0 + 1.5 × 2 = 5.0 rad/s 

 

答 5.0 rad/s 

 

また、運動エネルギーK は、 

K = 
1

2
Iω2

 = 
1

2
(mL2

)ω2
 = 0.5 × 7.3 × (1.2)

2
 × 5.0

2
 = 0.5 × 7.3 × 1.44 × 25 = 131.4 J 

 

答 131.4 J 

 

(3) 角速度が増加する間、選手はハンマーにトルクを加え、運動エネルギーを増やしてい

る。選手がハンマーにした仕事 W は、運動エネルギーの増加分に等しいため、2 秒後

の角速度をω1 とおくと 

W = ΔK = 
1

2
 I (ω1

2
 - ω0

2) 

= 0.5 × (7.3 × 1.2
2
) × (5.0

2
 - 2.0

2
) = 0.5 × 10.5 × (25 - 4) = 110.376 ≈ 110.4 

 

答 110 .4 J 

  



スポーツ健康学部_自己推薦（物理） 

問 3 

(1) 運動量保存則より衝突前後における系の運動量は変化しないため、 

mbvb + mrvr = mbvb
'
 + mrvr

'
 

 

となり、ラケット初速度 vr は 0 であることと、ボールとラケットの質量を上式に代入

すると、 

0.0027 × 5.0 + 0.2 × 0 = 0.0027 vb
'
 + 0.2 vr

'  

0.0135 = 0.0027 vb
'
 + 0.2 vr

'
 

 

答 mbvb + mrvr = mbvb
'
 + mrvr

'
 もしくは 0.0135 = 0.0027 vb

'
 + 0.2 vr

'  

 

(2) 反発係数の定義は、 

e = 
衝突後の相対速度

衝突前の相対速度
 = -

vb
'
 - vr

'

vb - vr

 

0.9 = -
vb

'
 - vr

'

5.0 - 0
 ⇒ vb

'
 - vr

'
 = - 4.5 

 

答 e = -
vb

'
 - vr

'

vr - vb

 もしくは v’b - v’r = - 4.5  

 

(3) 連立方程式は、 

0.0027 vb
'
 + 0.2 vr

'
 = 0.0135

vb
'
 - vr

'
 = -4.5

 

 

となり、第 2 式より vb
'  = vr

'
 - 4.5を第 1 式に代入すると、 

0.0027 (vr
'
 - 4.5) + 0.2 vr

'
 = 0.0135 

0.0027 vr
'
 - 0.01215 + 0.2 vr

'
 = 0.0135 

0.2027 vr
'
 = 0.02565 

vr
'  = 0.12654 ≈ 0.13 m/s (2 点) 

vb
'
 = vr

'
 - 4.5 ≈ 0.13 - 4.5 = - 4.37 m/s (3 点) 

 

答 vb
'
 : - 4.37 m/s vr

'
 : 0.13 m/s  

 

(4) 減少した運動エネルギーは、ボールやラケットの衝突時に発生する音や熱に変換され

る。 

 


